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か
ら
独
立
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
当
該
組

合
の
子
法
人
等
に
該
当
し
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。以
下
同
じ
。）が
あ
る
場
合
に
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
重
要
な
事
項

\

開
示
対
象
特
別
目
的
会
社
の
概
要

]

開
示
対
象
特
別
目
的
会
社
と
の
取
引
の
概
要

及
び
取
引
金
額

第
百
十
三
条
第
一
項
第
四
号
を
削
る
。

第
百
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
金
融
商
品
に
関
す
る
注
記
）

第
百
十
八
条
の
二

金
融
商
品
に
関
す
る
注
記
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
（
重
要
性
の
乏
し
い
も
の
を
除
く
。）と
す

る
。

一

金
融
商
品
（
金
融
資
産
（
金
銭
債
権
、
有
価
証
券

及
び
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
よ
り
生
じ
る
債
権
（
こ

れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。）を
い
う
。）及
び
金
融

負
債
（
金
銭
債
務
及
び
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
よ
り

生
じ
る
債
務
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。）を

い
う
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
状
況
に
関
す
る
事

項
二

金
融
商
品
の
時
価
等
に
関
す
る
事
項

２

連
結
注
記
を
作
成
す
る
組
合
は
、
個
別
注
記
に
お
け

る
前
項
の
注
記
を
要
し
な
い
。

（
持
分
法
損
益
等
に
関
す
る
注
記
）

第
百
十
八
条
の
三

持
分
法
損
益
等
に
関
す
る
注
記
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
定
め
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
損
益
及
び
利
益
剰
余
金
か
ら
み
て

重
要
性
の
乏
し
い
関
連
法
人
等
を
除
外
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

関
連
法
人
等
が
あ
る
場
合

関
連
法
人
等
に
対
す

る
投
資
の
金
額
並
び
に
当
該
投
資
に
対
し
て
持
分
法

を
適
用
し
た
場
合
の
投
資
の
金
額
及
び
投
資
利
益
又

は
投
資
損
失
の
金
額

二

開
示
対
象
特
別
目
的
会
社
が
あ
る
場
合

開
示
対

象
特
別
目
的
会
社
の
概
要
、
開
示
対
象
特
別
目
的
会

社
と
の
取
引
の
概
要
及
び
取
引
金
額
そ
の
他
の
重
要

な
事
項

２

連
結
決
算
関
係
書
類
を
作
成
す
る
組
合
は
、
個
別
注

記
に
お
け
る
前
項
の
注
記
を
要
し
な
い
。

第
百
二
十
五
条
第
三
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

当
該
事
業
年
度
に
係
る
当
該
組
合
の
役
員
の
重

要
な
兼
職
の
状
況

２

新
規
則
第
百
九
条
第
一
項
第
九
号
、
第
百
十
一
条
、

第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
及
び
第
百
十
八
条
の
三

の
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
前
に
開
始
す
る

事
業
年
度
に
係
る
決
算
関
係
書
類
及
び
連
結
決
算
関
係

書
類
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
前
に
開
始
す
る
事
業
年
度

に
係
る
連
結
決
算
関
係
書
類
の
う
ち
、
連
結
決
算
関
係

書
類
の
作
成
の
た
め
の
基
本
と
な
る
重
要
な
事
項
に
関

す
る
注
記
に
つ
い
て
は
、
連
結
子
法
人
等
の
資
産
及
び

負
債
の
評
価
に
関
す
る
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

（
事
業
報
告
書
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

新
規
則
第
百
二
十
五
条
第
三
号
ハ
及
び
ニ
、
第

百
二
十
六
条
第
五
号
並
び
に
第
百
二
十
九
条
第
二
号
の

規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
前
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧

に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
規
則
第
二
百
九
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定

は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
前
に
開
始
す
る
事
業
年

度
に
係
る
説
明
書
類
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特

別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す

る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
労
働
省
令

第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
平
成
八
年
労
働
省
令
第
六
号
）
附
則
第

六
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
る
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災

害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法

施
行
規
則
第
七
条
第
三
項
中「
五
万
六
千
九
百
三
十
円
、

四
万
二
千
七
百
円
又
は
二
万
八
千
四
百
七
十
円
」を「
五

万
六
千
七
百
九
十
円
、
四
万
二
千
五
百
九
十
円
又
は
二

万
八
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
十
万
四

千
九
百
六
十
円
、
七
万
八
千
七
百
二
十
円
又
は
五
万
二

千
四
百
八
十
円
」
を
「
十
万
四
千
七
百
三
十
円
、
七
万

八
千
五
百
五
十
円
又
は
五
万
二
千
三
百
七
十
円
」
に
改

め
る
。

第
百
二
十
五
条
第
三
号
ニ
及
び
第
百
二
十
六
条
第
五
号

中
「
当
該
事
業
年
度
中
に
」を
削
り
、「
事
項
」の
下
に「（
当

該
事
業
年
度
前
の
事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
の
内
容
と

し
た
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
あ
つ
た
」
を
「
あ
る
」

に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
第
二
号
中
「
を
兼
務
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
兼
務
」
を
「
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
兼
ね
る

こ
と
が
第
百
二
十
五
条
第
三
号
ハ
の
重
要
な
兼
職
に
該
当

す
る
役
員
に
つ
い
て
の
当
該
兼
職
の
状
況
」
に
改
め
、
同

号
イ
及
び
ロ
中
「
兼
務
」
を
「
兼
職
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
提
」の
下
に「
に

関
す
る
注
記
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
三
条
第
六
項
及
び
第
百
四
十
四
条
第
六
項
中

「
、
当
該
招
集
通
知
」
を
「
当
該
招
集
通
知
」に
改
め
る
。

第
百
四
十
五
条
中
「
次
の
」
の
下
に
「
各
号
の
」
を
加

え
る
。

第
百
四
十
六
条
第
六
項
中
「
、
当
該
招
集
通
知
」を「
当

該
招
集
通
知
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
九
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
棚
卸
資
産
」
を

「
た
な
卸
資
産
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
、
継
続
組
合
の
前
提

に
重
要
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
象
又
は
状

況
そ
の
他
当
該
組
合
の
経
営
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
象
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
重
要
事
象
等
」

と
い
う
。）が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
内
容
、
当
該
重
要
事
象
等
に
つ
い
て
の
分
析
及
び

検
討
内
容
並
び
に
当
該
重
要
事
象
等
を
解
消
し
、
又

は
改
善
す
る
た
め
の
対
応
策
の
具
体
的
内
容

第
二
百
十
条
第
四
項
中「（
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定

す
る
特
定
目
的
会
社
及
び
事
業
内
容
の
変
更
が
制
限
さ
れ

て
い
る
こ
れ
と
同
様
の
事
業
を
営
む
事
業
体
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
同
条
第
十
二
項
」
を
「
資
産
の
流

動
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
十
八
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を「
第
三
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を「
前
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
九
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
会
計

監
査
人
監
査
組
合
が
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
お
い

て
当
該
組
合
が
作
成
し
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

連
結
貸
借
対
照
表

二

連
結
損
益
計
算
書

三

連
結
純
資
産
変
動
計
算
書

第
二
百
五
十
四
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
三
十
八
条
第

三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
八
条
第
四
号
か
ら

第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
決
算
関
係
書
類
及
び
連
結
決
算
関
係
書
類
に
関
す
る

経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
生
活
協
同
組

合
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
八
十

二
条
第
二
項
第
一
号
ヲ
及
び
同
項
第
二
号
ホ
、
第
八
十

四
条
の
二
、
第
九
十
九
条
第
一
項
第
三
号
、
第
百
九
条

第
一
項
第
八
号
並
び
に
第
百
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施

行
日
」
と
い
う
。）前
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
決

算
関
係
書
類
及
び
連
結
決
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
施
行
日
前
に
開
始
す
る
事
業

年
度
に
係
る
決
算
関
係
書
類
及
び
連
結
決
算
関
係
書
類

の
う
ち
、
施
行
日
以
後
に
作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
二
号

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五

十
号
）
第
十
九
条
の
二
（
同
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
十
九
条
の
二
並

び
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
五
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
附

則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一

酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二

年
法
律
第
九
十
二
号
）第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
及
び
炭
鉱
災
害
に
よ

る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
及
び
炭
鉱
災

害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三

十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
三
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
十
万
四
千

九
百
六
十
円
」
を
「
十
万
四
千
七
百
三
十
円
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
五
万
六
千
九
百
三
十
円
」
を
「
五
万

六
千
七
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
十
万

四
千
九
百
六
十
円
」
を
「
十
万
四
千
七
百
三
十
円
」に
、

「
五
万
二
千
四
百
八
十
円
」
を
「
五
万
二
千
三
百
七
十

円
」
に
、「
五
万
六
千
九
百
三
十
円
」
を
「
五
万
六
千
七

百
九
十
円
」
に
、「
二
万
八
千
四
百
七
十
円
」
を
「
二
万

八
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。
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